
長野上水内教育会 夏季大学 第１講座 座談会

「県歌 信濃の国～歌詞からたどる歴史と地学の旅～」

県歌「信濃の国」と浅井冽

宮 下 健 司



県歌「信濃の国」から土地に刻まれた歴史を読む

• 「信州は日本の屋根である」と長野県の地勢の特徴を端的に表

現したのは、江戸時代中期の医師・漢学者であった橘南谿でした。
それから１００年後に浅井洌の「信濃の国」が生まれました。鳥の
眼のように、高い所から斜めに見下ろす鳥瞰の視点は江戸時代
の村絵図や国絵図を描く描法で、南谿はじめ浅井もその視点を
踏襲しています。

• 本書は、小学校の頃から何百回も口ずさんできた「信濃の国」

の１番から６番の歌詞をたどりながら、地学の地形や地質の視点
から、信濃の歴史の舞台となった自然の山河や土地利用、そこ
に暮らす人々の暮らしや産業などに触れていきます。

• 長野県の北東部を飲み込むフオッサマグナや南部の中央構造

線、「杉」の字の「さんずくり」のように、北から南に斜めに並ぶ三
つのアルプス、その周辺に流れる四つの川と平が展開する信濃
の風土。信濃の各地の人々は地域の自然に寄り添いながら耕地
を切り開き、堰を引き、それぞれの風土に根ざした適地適作や産
業を営んできました。



• 身近な風景や景観として当たり前のように目にしていた地形の大
きな起伏や川の流れなどの土地のようすを、地表を覆っている植
物や土を剥がして、目には見えない地中や地下深くまで入り込ん
で、断層や地層を見、平地や谷の成り立ちや湧水や温泉の成因
までも明らかにしていきます。さらには、現在目の前で起こってい
る洪水、地すべり、火山災害等への警鐘を、身近な問題として受
け止める読者もいると思います。

• 人は土地に結びつき、その土地に働きかけ、そこに生活の跡を

つけながら生きてきたともいえます。足下の土地には、地球規模
の何臆年もの大地の動きや人によって土地に刻み込まれてきた
数万年におよぶ膨大な歴史があります。

• 本書を読むことで、普段見慣れた信州の身近な風景の中に刻ま
れた大地の歴史を読み解きながら、そこに暮らしてきた信州人の
歴史をはじめ、新たな知恵と意思が発見できることを期待します。



関東地方に平行移動した長野県域
南北は三浦半島から福島県境まで



縣藩府使（明治４年）



長野県と筑摩県の県域（明治４年「縣藩府使」より）





浅井 冽
• 嘉永２年（１８４９）年１０月１０日－昭和１３年（１９３８）２月２７日。

• 松本藩士大岩昌言（まさのり）の三男として生まれ、文久元年（１８６１）
に松本藩士浅井持満の養子となって、この時代の武家の子弟の習いと
して、幼いころから四書（『大学』、『中庸』、『論語』、『孟子』）の素読を
習い、藩校崇教館で漢学を学び、武術・泳法の免許を得た。慶応元年
（１８６５）には松本藩の長州征討に参加した。

• 明治になり開智学校の訓導から、師範講習所に入学して近代教育の
知識を得て松本中学校の教員となる。明治１９年長野師範学校教諭と
なって、漢学・国文・歴史を担当し、松本中学での同僚だった志賀重昂
の影響を受けて地理学にも関心を深め、七五調の長歌もつくるように
なった。

• 明治３２年『信濃教育会雑誌』１５２号に「信濃の国」を発表、明治３３
年に北村季晴の作曲により県下で広く歌われるようになる。大正７年に
７０歳で退職するまで長野師範教諭を務め、さらに嘱託として大正１５
年６月まで４０年間にわたって師範教育に尽くした。文武の素養に富み、
柏崎海岸で水泳講習をするなど、その人格が師範の学生に強い影響
を与えた。舎監として生徒と生活をともにし、「おやじ」「ペスタロッチ（著
名なスイスの教育実践者）」と呼ばれた。昭和９年に長野市歌が丘に
「信濃の国」歌碑が立ち、昭和１３年２月２７日永眠、享年８８歳であった。



• 「信濃の国」歌詞

１．信濃の国は十州に 境連ぬる国にして 聲ゆる山はいや高く 流るる川はいや遠し

松本伊那佐久善光寺 四つの平は肥沃の地 海こそなけれ物さわに 万ず足らわぬ

事ぞなき

２．四方に聳ゆる山々は 御嶽乗鞍駒ヶ岳 浅聞は殊に活火山 いずれも国の鎮めなり

流れ淀まずゆく水は 北に犀川千曲川 南に木曽川天竜川 これまた国の固めなり

３．木曽の谷には真木茂り 諏訪の湖には魚多し 民のかせぎも豊かにて 五穀の実らぬ里やあ

る しかのみならず桑とりて 蚕飼いの業の打ちひらけ 細きよすがも軽からぬ 国の命を繋ぐ

なり

４．尋ねまほしき園原や 旅のやどりの寝覚の床 木曽の桟かけし世も 心してゆけ久米路橋

くる人多き筑摩の湯 月の名にたつ嬢捨山 しるき名所と風雅士が 詩歌に詠てぞ伝えたる

５．旭将軍義仲も 仁科の五郎信盛も 春台太宰先生も 象山佐久間先生も 皆此国の人にして

文武の誉たぐいなく 山と聳えて世に仰ぎ 川と流れて名は尽ず

６．吾妻はやとし日本武 嘆き給いし碓氷山 穿つ隆道二十六 夢にもこゆる汽車の道

みち一筋に学びなば 昔の人にや劣るべき 古来山河の秀でたる 国は偉人のある習い

• 地域別の地名・人名
北信 ６ １

東信 ４ ０ （上田地域は０）

中信 ８ ２

南信 ４ ２



大岩家の三兄弟（左が浅井冽）



浅井冽の訓導第五等証書（明治８年筑摩県師範学校）



奨匡社の国会開設請願書（清書者は３１歳の浅井洌）
国会開設請願に上京明治１３（１８８０）年５月２３日、自由民権運の政治結

社奨匡社代表の松沢求策は、長野県民２万人余が署名した請願書「国会開
設ヲ上願スルノ書」を天皇に提出しようと、上条螘司とともに松本から三才山

峠をこえて東京にむかった。



松沢求策



浅井 冽家族写真（大正５年頃、長野にて）



旧長野刑務所南



善松寺の東側



善松寺東の旧浅井洌宅



浅井洌、師範学校の競泳講習で生徒とともに
（明治４３年７月、柏崎海岸にて、松本市中央図書館蔵）

水泳は明治に入り、全国的に盛んになっていく、海軍力や海運に関する国
民的な関心が高まり、一方で体育教育が普及していく中で、水泳が推奨され

るようになった。



浅井 洌（左・明治２０年代、右・昭和１０年）



「信濃の国」作詞者・浅井洌、作曲者・北村季晴



歌が丘 信濃の国碑前に立つ浅井洌（昭和９年）



歌が丘 信濃の国碑前に立つ浅井洌（昭和９年）
前列左から３人目



長野市善光寺北側の歌が丘（昭和１１年完成）



浅井洌「信濃の国」歌碑（昭和９年）



浅井洌「信濃の国」歌碑



浅井洌「信濃の国」歌碑



浅井洌「信濃の国」歌碑 原書



信州大学教育学部の浅井洌碑（大正１０年、杉浦重剛撰）



「信濃の国」と移庁・分県問題
• 明治４年の廃藩置県とその後の府県再編により、現在の長野県は長野に県
庁を置く長野県と、松本に県庁を置く筑摩県（現在は岐阜県に属する飛騨国の
領域も含んだ）に分かれていた。しかし、明治９年に松本の筑摩県庁舎が火災
で焼失したことを機に、同年８月２０日、筑摩県が廃止され同県が管轄してい
た信濃国の部分が長野県に編入された。その結果、信濃国全域が長野県の
管轄下に入ったが、以来「南北戦争」「南北格差」とまで呼ばれる、長野市と松
本市との激しい地域対立が続くことになるのである。

• 明治１０年１１月、長野県から内務卿宛に筑摩県の統合で管轄範囲が広くな
り、南の四郡は本庁に遠く往復が容易ではないと、県本庁の上田移転伺いが
出されたが、聞き届けられず、明治１２年１月、郡区が１０郡から１６郡になった
際、再度上田移転伺いが出されたがこれもまた聞き届けられなかった。

• このように、南北に県域が広い長野県の県庁の移庁・分県問題は明治・大
正・昭和を通じて再三再四、建白・請願合戦となり、県政史上最大の政治問題
となり、県民意識の一体性を高めることが大きな課題でもあった。

• こうした中で、「信濃の国」は、明治３１年１０月に信濃教育会が組織した小学
校唱歌教授細目取調委員会の委嘱により、長野県師範学校教諭であった浅
井冽が作詞し、同僚の依田弁之助が作曲して創作したものである。この曲は
『信濃教育雑誌』明治３２年６月・１５２号）に掲載されたが、あまり歌われること
はなかった。翌明治３３年、同師範学校女子部生徒が、依田の後任であった北
村に同年１０月の運動会の遊戯用の曲の作曲を依頼した。このとき新たに作
曲されたのが現在歌われているものである。



• 師範学校から巣立った教員たちが長野県内各地の学校で教え伝えた
ことから、この曲は戦前から長野県内に広く定着した。さらに、信州大
学教育学部附属長野小学校の校歌としても歌い継がれていった。

• 戦後の昭和２３年春の第７４回定例県議会で、長野県を南北に分割し
ようとする分県意見書案が中信・南信地方（合併前の筑摩県域）出身
議員らから提出された。３月１９日の本会議採決において、分県反対
派議員が牛歩戦術を行った上に、傍聴人が「信濃の国」を大合唱する
など議事が混乱したことで、この日の本会議が流会になった。４月１日
の本会議で改めて分割案の採決が行われたが、可決に必要な過半数
の票を得られず、なおかつ可否同数も防げたため意見書は廃案となっ
た。

• 昭和２８年５月、アメリカ進駐軍から浅間山演習地化の申し入れに対
し、労働者・農民・青年・婦人・政党などの各団体などがこぞって反対
に立ち上がり、取り消しを勝ち取った、その県民大会の最後を飾った
のが「信濃の国」の大合唱であった。

• 昭和４２年に県庁の新庁舎が現在地に建設されて、戦後の移庁・分
県問題に終止符が打たれると、昭和４３年５月２０日の県告示で「信濃
の国」が正式に長野県歌として制定された。その後、県庁前と松本市
運動公園に歌碑がたてられて、県民に歌い継がれていくことになった。

• 平成１０年に開催された第１８回冬季オリンピック・長野大会での開会
式、閉会式の日本選手団の入場曲にも使われた。





県歌「信濃の国」歌碑原書（上條信山筆）
昭和５１年、信濃教育会蔵）



県庁前県歌「信濃の国」除幕式（昭和５１年１１月２３日）



県庁前県歌「信濃の国」碑





松本の「信濃の国」歌碑（信州スカイパーク噴水池付近）



1998年、長野冬季オリンピック開会式



1998年、長野冬季オリンピック開会式
日本選手団の入場行進「信濃の国」が演奏



1998年、長野冬季オリンピック開会式
日本選手団の入場行進「信濃の国」が演奏
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